
第 47 回群馬脳卒中医療連携の会 

本会議 議事要旨 
 
 
◇日 時 令和 7年 4 月 22 日（火）19：00～20：30 
◇形 式 対面開催 
◇場 所 前橋市総合福祉会館 多目的ホール 
◇出席者 221 名 
◇共 催 群馬大学医学部附属病院・沼田脳神経外科循環器科病院・伊勢崎佐波医師会病 

院・伊勢崎市民病院 
 
 開会挨拶を本会代表世話人の前橋協立病院 院長補佐兼地域連携相談センター長の朝倉 
健先生より行い、議事進行を群馬大学医学部附属病院 脳神経外科講師の藍原正憲先生が行
った。また、閉会の挨拶を当番病院である、沼田脳神経外科循環器科病院脳神経外科の赤尾
法彦先生よりいただいた。 
 
議 事 
1. 開会挨拶 

本会代表世話人：前橋協立病院 院長補佐兼地域連携相談センター長  朝倉 健 
年度が替わり、各病院の体制や人事が変わるなど、大変なことがおありかと思いますが、

お忙しい中たくさんの方にお集まりいただきまして、ありがとうございます。本日は特別講
演といたしまして、群馬県立心臓血管センター 循環器内科・心臓リハビリテーション部長
の小板橋紀通先生にご講演を賜るということで、大変楽しみしております。 
本会は 15 年以上になりましたけれども、皆様のご協力のおかげで継続させていただいて

いることを感謝申し上げます。今後もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
2. 一般演題 
（１） 連携病院報告 
 ①演題：『当院における脳卒中連携パス実績報告と退院後の生活調査』 

  演者： 前橋協立病院 理学療法士  中林 一興 
   病院紹介を始め、2024 年 4月～2025 年 2 月の実績データ（受入れ実績、転帰先、退

院後の生活調査）や、LSA（Life space assessment）を用いた調査より、家庭内の役割
や趣味のある患者は生活空間の広がりが認められることについて発表された。 

 



 ②演題：『当院での自動車運転再開に向けての取り組みと事例紹介』 
  演者： 公立七日市病院 作業療法士  在原 裕 

   病院紹介や、令和 6 年度～令和 7 年度の実績データ（受入れ実績、バリアンスの分
類、転帰先）や、自動車運転再開評価の取り組みについて事例を交えながら発表された。 

 
（２） 第 47 回世話人会報告 

 前橋赤十字病院 地域医療連携課長  板倉 孝之 
・第 47 回本会議について 
本会の内容で決議された。 

・本会議の開催月の変更について 
これまで、本会議は 4・7・1 月に開催し、10 月に地域での会議を開催してきた。しか

し、コロナによって多くの地域で、10 月の地域開催が未開催となっている。また、4月の
本会議開催は、3 月に世話人会を開催するため、年度を跨いで開催しており、人事異動等
による担当者の変更や、代表事務局が 1 月に開催する本会議の準備を進める中での対応
となっていることを踏まえ、本会議開催を 6・10・1 月へ変更することを協議し、各病院
へアンケートを実施することとなった。 
→計画管理病院及び連携病院の担当者へメールにてアンケートを配付した。回答期限は 4
月 23 日。 

 
3. 特別講演 
演題：『高齢者心不全治療と人生会議（ACP）～そのひとらしさを考えて～』 

演者： 群馬県立心臓血管センター 循環器内科・心臓リハビリテーション部長 
小板橋 紀通 先生 

 高齢者の心不全治療を題材として、患者の人生の最終段階における意思決定支援として
の ACP（アドバンス・ケア・プランニング 人生会議）の紹介、またその各プロセスにつ
いて、効用や注意点を踏まえてご講演いただいた。 
 
4. その他 

特になし 
 
5. 次回当番病院挨拶 

公立藤岡総合病院 脳神経外科部長  若林 和樹 
次回会議の当番を担当させていただきます。本会は 2 年前から出席させていただいてお

ります。次回の本会議は 7 月 15 日（火）の開催を検討しております。よろしくお願いいた
します。 
 



6. 閉会挨拶 
沼田脳神経外科循環器科病院 脳神経外科  赤尾 法彦 

 平日のお忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございました。本日は非常に
為になるご講演をいただきました。まず前橋協立病院様からは、役割と趣味があることがそ
の後の生活空間の広がり、リハビリの回復を更に広げるものなのだと、興味深いお話をいた
だきました。また、公立七日市病院様からは、運転に関して、非常に関心の高い課題かと思
いますが、教習所と一体になって評価しており、参考になりました。また、特別講演におか
れましては、ACP について小板橋先生の体験を交えてお話いただき、一日で結論の出る話
ではなく難しい問題だと思いますが、患者さんの意志を反映する医療へ繋げるため、続けな
ければいけないと思いました。 
 次回は 7 月に若林先生を中心に開催されますので、皆様の多数のご参加をいただければ
と思います。本日は誠にありがとうございました。 


